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少
子
化
対
策
は
細
や
か
に

既
存
の
制
度
も
含
め
検
討

岡
田
　
初
雄
　
議
員

問市
長

助
役

市
長 こ

れ
か
ら
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は

資
源
を
生
か
し

　
　
活
力
あ
る
ま
ち
を

北
川
　
清
司
　
議
員

　
　
　
　
少
子
化
対
策
は
、

　
　
　
厳
し
い
財
政
を
理
由

に
経
済
的
支
援
に
消
極
的
に

見
え
ま
す
。
経
済
的
支
援
の

許
さ
れ
る
範
囲
等
、
企
業
に
、

市
民
に
お
願
い
出
来
る
も
の
、

き
め
細
や
か
な
施
策
が
望
ま

れ
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　
学
童
保
育
の

　
　
　
　
　
拡
充
、
乳
幼
児

医
療
費
、
保
育
所
、
幼
稚
園

の
利
用
料
の
削
減
、
若
者
出

合
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

創
設
、
企
業
に
よ
る
雇
用
の

安
定
化
等
、
既
存
の
制
度
も

含
め
、
全
市
へ
向
け
た
対
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
職
員
も
自

ら
、
少
子
化
対
策
さ
さ
ゆ
り

プ
ラ
ン
を
策
定
し
実
施
し
て

い
ま
す
。

◎
総
合
学
習
を
特
色
あ
る

　
学
校
づ
く
り
に

　
　
　
　
総
合
学
習
は
、
学

　
　
　
校
独
自
の
取
り
組
み

が
出
来
、
地
域
に
合
っ
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
手
段

と
考
え
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
各
学
校
に

　
　
　
　
　
　
お
い
て
、
独

自
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
長
い
ス
パ
ン
で
考
え

る
べ
き
で
あ
り
、
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

◎
職
員
の
給
料
格
差
の
是

　
正
は

　
　
　
　
給
料
の
格
差
は
、

　
　
　
職
員
の
執
務
に
対
す

る
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
合
併

協
定
項
目
の
早
期
調
整
は
。

　
　
　
　
　
　
給
料
ベ
ー
ス

　
　
　
　
　
が
旧
４
町
と
も

違
い
、
高
い
所
に
合
わ
す
事

は
難
か
し
く
、
年
度
末
に
向

け
て
調
整
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
農
業
施
策

宍
粟
加
美
線
上
野
田
能
倉
バ
イ
パ
ス

集
落
営
農
の
組
織
化

担
い
手
育
成
確
保
を
推
進

田
渕
　
基
次
　
議
員

問
　
　
　
　
平
成
１９
年
度
よ
り

　
　
　
実
施
さ
れ
る
「
経
営

所
得
安
定
対
策
事
業
」
の
推

進
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
「
品
目
横
断

　
　
　
　
　
的
経
営
安
定
対

策
」
は
こ
れ
ま
で
の
価
格
政

策
か
ら
所
得
政
策
へ
転
換
さ

れ
る
。
「
米
の
生
産
調
整
支

援
策
の
見
直
し
」
は
「
米
政

策
改
革
推
進
対
策
」
と
も
云

わ
れ
、
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
が
導
入
さ
れ
見
直
し

再
編
さ
れ
る
。
「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
は
地

域
で
農
地
水
環
境
の
良
好
な

保
全
を
図
る
た
め
、
地
域
ぐ

る
み
の
共
同
活
動
や
農
業
者

ぐ
る
み
の
先
進
的
な
営
農
活

動
を
支
援
し
て
い
く
。
以
上

３
つ
が
大
き
な
柱
で
す
。
市

で
は
す
で
に
１６
地
区
に
お
い

て
説
明
会
を
開
催
し
理
解
協

力
を
得
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
の
実
績
は
１７
年
度
４７
集

落
の
協
定
が
あ
り
、
面
積
は

３
９
０
町
歩
、
６，
７
０
０
万

円
の
交
付
金
額
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
県
道
宍
粟
加
美
線
、

　
　
　
上
野
田
〜
能
倉
〜
福

田
に
至
る
バ
イ
パ
ス
構
想
は

進
展
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
度

　
　
　
　
　
　
　
予
算
は
つ

い
て
い
な
い
。
し
か
し
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
県
の
公

共
事
業
審
査
会
資
料
の
作
成

年
度
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

市
と
し
て
も
重
要
路
線
と
認

識
早
期
改
良
を
要
望
し
て
い

く
。

問
　
　
　
　
交
通
や
文
化
が
発

　
　
　
達
し
た
今
日
１０
年
後

の
宍
粟
市
の
将
来
を
見
据
え

た
施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
本

市
の
地
理
的
条
件
か
ら
、
道

路
整
備
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
豊

か
に
往
来
す
る
交
流
と
共
生

の
時
代
に
対
応
し
う
る
ま
ち

を
、
中
で
も
、
北
部
３
町
を

横
断
す
る
、
国
道
４
２
９
号

改
良
促
進
は
、
地
域
の
円
滑

な
交
流
と
、
均
衡
あ
る
振
興

を
図
る
た
め
強
力
な
姿
勢
で

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
豊
か
な
資
源

　
　
　
　
　
を
生
か
し
た
交

流
と
参
画
の
ま
ち
を
、
国
、

県
の
幹
線
道
路
の
整
備
に
関

し
て
は
引
き
続
き
要
望
活
動

を
続
け
る
。

　
　
　
　
県
道
宍
粟
〜
新

　
　
　
宮
ト
ン
ネ
ル
構
想

の
推
進
を

　
宍
粟
〜
新
宮
線
（
下
比
地

｜
平
見
間
）
ト
ン
ネ
ル
構
想

が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
道

路
は
国
道
２
５
０
号
｜
山
崎

イ
ン
タ
ー
を
直
結
す
る
西
播

磨
の
経
済
・
生
活
交
流
を
果

た
す
主
要
路
線
で
あ
る
。
県

当
局
も
、
こ
の
た
び
国
見
の

森
開
園
で
前
向
き
と
聞
く
、

実
現
へ
の
布
石
は
敷
か
れ
た
。

市
の
南
の
玄
関
口
、
市
民
の

安
全
と
魅
力
あ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
早
期
実
現
に
最
善

の
努
力
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
道
４

　
　
　
　
　
　
　
２
９
号
の

改
良
促
進
、
志
引
、
高
野
峠

の
ト
ン
ネ
ル
化
に
向
け
て
、

特
に
宍
粟
新
宮
線
に
つ
い
て

は
、
ト
ン
ネ
ル
整
備
の
早
期

着
手
が
出
来
る
よ
う
強
く
要

望
し
て
ゆ
く
。

第12回宍粟市議会（定例会）において一般質問は9月13日・14日

の2日間にわたり、22人の議員が質問に立ちました。


